
うちどく

家読（うちどく）って？

「家庭読書（かていどくしょ）」の略語で、家族みん

なで読書を通じてコミュニケーションを図り、家族の

絆を深める「家庭ふれあい読書」を意味します。
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絵本をとおして親子がゆったりふれあう楽しい時

間をもってもらいたいという想いと、地域のみん

なで子育てを応援しているメッセージをこめて、

絵本２冊とバッグ、読み聞かせ体験をセットでプ

レゼントしています。

よんでネット

ボランティアの方々の協力を得て、おすすめの本

を 季節ごとに紹介しています。市図書館ＨＰにも

掲載しています（市図書館ＨＰ「保護者の方・子

どもの読書に関わる方へ」をご参照ください）。

おはなし会の開催

乳幼児や小学生を対象としたおはなし会を開いています。

※図書館では、家読にふさわしい本の紹介やサポートを行っています。

お気軽に職員までお声がけください。

おすすめ本のコーナー設置

赤ちゃんと一緒に楽しむ絵本、はじめてのものが

たり、読み聞かせにおすすめの本など、本との出

会いの場を提供しています。
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家読を

応援！！

令和７年８月１９日

第１回茅ヶ崎市立図書館協議会

資料４和



家 読 の 魅 力

家族で一緒に読書をすることで…

☆感想を話し合うことで、自然なコミュニケーションが生まれます。

☆お互いの新たな一面を発見したり、考えや価値観を知るよい機会とな

ります。

☆子どもたちは自然と読書に親しみ、読書週間が身につきやすくなりま

す。

どうやって始めたらいいの…

むずかしいルールや決まったやり方はありません！

たとえば…

☆家族で同じ本を読んで感想を話しあう

☆１冊の本をみんなで声に出して読みあう

☆自分のおすすめの本を教えあう などなど

自由に楽しみながらご家族に合ったやり方で始めてみてはいかがでしょう！

子どもの読書は、子どもの「のびよう」とする心をささえる力になり

ます。希望をもって未来へ向かうために、読書でゆたかな心を育てる

ことが大切です。そして、子どものころからよく読書をしていた人は、

大人になっても読書をつづける人が多いのです。
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小４の息子は絵本から図鑑、小説、漫画と読めるものなら何でも

好きです。リビングの一画に『みんなの図書館』をつくりました。お

すすめの本に自作のＰＯＰをつけています。

現在高校生の息子が高校受験が終わり時間に余裕ができたとき、「本でも読もう

かな」と久しぶりに本を手にとっていました。読書離れと言いますが、部活や受験

勉強で忙しく読書の優先順位が低くなってしまうだけなんだろうと思いました。

令和6年度に行った読書アンケート結果より

わが子はあまり学校へ行けていませんが、月に２度必ず図書館へ赴き静かに本を選ぶ時間を親子で楽しんでいます。お

天気が良い日は足をのばして海岸で読書したりもします。お互いに「この本、良かったよ」と本をすすめあったり、難しい

年ごろですが、本を通じて親子の交流をできていることは本当にうれしいことです。

図書館や本屋、本にまつわるお子さんとのエピソードをおしえてください！








